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社会福祉法人花岡福祉会 幼保連携型認定こども園

光華こども園 重要事項説明書

教育・保育の提供を開始するに当たり、当園があなたに説明すべき内容は次のとおりです。

１．施設運営主体

名 称 社会福祉法人 花岡福祉会

所 在 地 鹿屋市花岡町４０４３番地

電 話 番 号 ０９９４－４６－２１３６

代表者氏名 理事長 藤園 智信

２．施設の目的・運営方針

就学前の子どもの教育、保育に関する法律に基づき、義務教育及びその後の教育の基礎

を培うものとして乳幼児の子どもに対する教育並びに保育を必要とする子どもへの保育を一

体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図れるよう、豊かな宗教的情操教育の中で心

身の調和的発達を図り、幸せな生活のできる礎を築くとともに、保護者と地域に対する子育

ての支援を行うことを目的とします。

当園は、教育基本法、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律及び子ども・子育て支援法、その他の関係法令を遵守して運営します。

３．当園の基本理念・保育目標

【基本理念】 親鸞聖人の生き方に学び、生かされているいのちに目覚め、

ともに育ち合う。

【保育目標】 一、手を合わす子ども

一、「ありがとう」「ごめんなさい」の言える子ども

一、お話しをよく聞く子ども

一、みんなと仲良くする子ども
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４．施設の概要

施 設 の 種 類 幼保連携型認定こども園

施 設 の 名 称 幼保連携型認定こども園 光華こども園

施設の所在地 鹿屋市花岡町３６９－１

TEL０９９４－４６－３７６４

連 絡 先 FAX０９９４－４６－３７９６

E-mail koukahoikuen@mild.ocn.ne.jp

管 理 者 園長 藤園 紀子

開 設 年 月 日 ２０１７（平成２９）年 ４月１日

１号認定子ども
１０名

（満３歳以上の小学校就学前の子ども）

２号認定子ども
１５名

利 用 定 員 （満３歳以上で保育の必要な小学校就学前の子ども）

３号認定子ども【１・２歳児】
９名

（満３歳未満から満１歳以上で保育の必要な子ども）

３号認定子ども【０歳児】
６名

（満１歳未満で保育の必要な子ども）

５．施設・設備等の概要

（１）施 設

敷 地
敷地全体 ４４５９．３６㎡

園 庭 ２０２４．７７㎡

構 造 鉄筋コンクリート造陸屋根コンクリート屋根

園 舎 延べ面積 ４０８．６０㎡

新築年月日 平成８年３月３１日

（２）主な設備（３）職員体制 （２０１９年４月１日現在）

設備 部屋数 備 考

乳児室 １室 もも組

ほふく室 １室 もも組

沐浴室 １室 もも組

調乳室 １室 もも組

保育室 ４室 ばら組・ちゅうりっぷ組・ひまわり組・すみれ組

ホール １室

調理室 １室

事務室 １室

休養室 １室
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職種 員数 常勤 非常勤 備 考

園 長 １ １

副園長 １ １

主幹保育教諭 ２ ２

保育教諭 １１ ６ ５

保育補助 ４ ３ １

栄養士 ２ １ １

調理員 ４ ４

事務員 ２ １ １

運転手 ０ ０

嘱託医 ２ ２ 内科医１ 歯科医１ 薬剤師１

（４）各クラス別職員配置状況 （令和７年４月１日現在）

クラス 保育教諭数 専任教諭

も も 組（０・１歳児） ２ １

ば ら 組（２歳児） １ １

ちゅうりっぷ組（３歳児） １ １

ひまわり組（４歳児） １ １

す み れ 組（５歳児） １ １

＊専任教諭の他、子どもの数や心身の状況に応じて補佐する職員を配置します。

６．教育・保育等を提供する日及び時間

利 用 日 月曜日～金曜日

利用時間 午前９時～午後１時（４時間）

１号認定 教育標準時間認定
①土曜、日曜、祝日及び年度末（2日間）

休 園 日
②春季休園

①夏季休園

④冬季休園

保育標準時間認定
利 用 日 月曜日～土曜日

利用時間 午前７時～午後６時（１１時間）

２号認定 保育短時間認定
利 用 日 月曜日～土曜日

３号認定
利用時間 午前８時～午後４時（８時間）

①日曜、祝日

休 園 日 ②年末年始（１２月２９日～１月３日）

③年度末（２日間）

＊但し、やむを得ない理由、保育が必要な場合は預かり保育、延長保育を提供します。

預かり保育、延長保育等には別途利用者負担が必要になります。

７．提供する教育・保育等の内容

（１）当園の基本理念、保育目標に基づき、年齢ごとの教育・保育課程を基本に、年間計

画、月案、週案、日案、および行事計画書等を作成して、子ども一人ひとりの成長

に寄り添った保育に努めます。



4

（２）地域の子育て支援拠点として以下に掲げる事業を行います。

１．子育て支援事業：子育てに関する保護者、地域の方からの相談に応じます。

２．延長保育事業：やむを得ない理由により利用時間外に教育・保育を必要とする場合

は、延長保育を提供します。延長保育料が別途必要になります。

３．一時預かり事業：幼稚園型（１号認定）の預かり保育と一般型の預かり保育事業

①幼稚園型一時預かり事業・・１号認定で教育部分をこえた預かり保育です。

②一般型一時預かり事業・・・保護者の疾病等や緊急時、また育児に伴う保護者の

精神的、肉体的負担の解消など、一時的に幼児をお預かりする事業です。

但し、園の受入態勢や子どもの状況等により受入が困難な場合があります。

①及び②については、保育の必要性の認定を受けた方は、預かり保育料の無償化

の対象になります。（上限有）

４．障がい児保育事業：障がいのある幼児の教育・保育についても相談に応じます。

（３）食事の提供

子どもの年齢に応じ、以下の時間帯に食事を行います。

午前間食 昼 食 午後間食 備 考

０歳児 ９時３０分頃 離乳食・授乳 個人別の対応

１歳児 ９時３０分頃 １１時頃 １５時頃

２歳児 ９時３０分頃 １１時頃 １５時頃

３歳児 １１時３０分頃 １５時頃

４歳児 １１時３０分頃 １５時頃

５歳児 １１時３０分頃 １５時頃

＊栄養士による当園独自の献立による給食の提供を行います。

８．利用料金

当園に対し、「居住する市町村」が定めた保育料及び給食費をお支払いいただきます。ま

た保育料については、①３歳から５歳までの子ども（4月１日時点の年齢）②０才から２歳

までの子ども（４月１日時点の年齢/住民税非課税世帯）は無償化の対象になります。

尚、保育料以外に必要となる経費は、別表１～別表５に示すとおりです。

９．利用の終了に関する事項

当園は、以下の場合には保育の提供を終了いたします。

①利用する乳幼児が小学校に就学したとき。

②２号、３号認定子どもの保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき。

③保育に係る費用を著しく滞納し、当園の督促等に対して誠意を持って対応しないとき。

④その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき。
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１０．利用にあたっての留意事項

当園は、市町村より発行された支給認定証の内容を確認したうえで、保護者等に「運営

規程」及び「入園のしおり」及び「重要事項説明書」を説明して、その内容について同意

を得て、保護者等はこれらに定められた義務を履行する。

１１．嘱託医

【内科医】

医療機関の名称 まつだこどもクリニック

医 院 長 名 松田 幸久

所 在 地 鹿屋市西原２丁目３５－３

電 話 番 号 ０９９４－５２－０５０７

【歯科医】

医療機関の名称 安代歯科

医 院 長 名 内倉 賢二

所 在 地 鹿屋市北田町９－１

電 話 番 号 ０９９４－４２－２９３６

【薬剤師】

医療機関の名称

医 院 長 名 躯川 導康

所 在 地 鹿屋市札元２丁目３６７４－６４

電 話 番 号 ０９９４－４１－２０４７

１２．緊急時の対応

お預かりしているお子さまに病状急変等の緊急事態が発生した場合、特別のお申し出が

ある方には指定する医療機関に速やかに連絡を行います。並びに保護者の緊急連絡先に速

やかに連絡いたします。

かかりつけの病院、緊急連絡先は別紙（児童票）に記入いただきます。

１３．非常災害時の対策

災害時や緊急時に備え、園児の安全を確保するため、条例の規定に基づいて避難訓練（毎

月）及び消火訓練（年２回以上）、また、不審者を想定した訓練を実施します。

防 火 管 理 者 藤園 玲子

消防計画届出 平成３０年２月２２日

防 災 設 備 消火器 自動火災報知器 火災通報装置 その他

避 難 場 所 園庭 駐車場

最終避難場所 浄福寺門徒会館

緊急時の連絡 パピーナメールにより保護者に一斉送信する。
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１４．虐待の防止

当園では、子どもの人権の擁護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置その他必要な

体制の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施その他必要な措置を講じるものとし

ます。

１５．要望・苦情等に関する相談窓口

当園では、要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。

解決責任者 理事長 藤園 智信

当園 受付担当者 藤園 玲子 垣内 美里子

ご利用相談窓口 ご利用時間 当園開園日、開園時間内

電 話 番 号 ０９９４－４６－３７６４

F A X 番 号 ０９９４－４６－３７６９

第三者委員 後藤 行章
花岡福祉会監事 最正寺住職

０９９４－４３－２０９６

第三者委員 天野 摩弥
花岡福祉会監事 西宝寺副住職

０９９４－３６－２０１７

１６．賠償責任保険の加入状況

１．独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付制度に加入

任意加入で保護者の同意書が必要（こども園が加入金負担）

2．東京海上日動火災保険株式会社（契約者 公益社団法人全国私立保育園連盟）

こども園が加入しお子様の不慮の事故に備えています。

保険の種類 園賠償責任保険 保育者賠償責任特約・初期対応費用特約

（０－１５７・地震補償付きセット） 園児団体障害保険

保険の内容 施設賠・生産物賠 対人 1名 1事故 10億円/対物1事故1.000万円

初期対応見舞金 1 名 10 万円限度（園児死亡 1 名 100 万円限度）1

事故 1.000万円限度

保険金額 園児数により掛け金は毎年異なる。こども園で負担

１７．個人情報の取り扱い

・預かった個人情報は、病気、事故等による緊急の連絡、あるいは台風、地震等によ

る休園のお知らせの際に必要とし、その目的以外には使用しない。

・個人情報保護法を遵守し、保有する個人情報の保護と管理に努め、職員は退職後も

守秘義務を守る。

１８．その他保護者に説明すべき事項（入園のしおりに記載事項 参照）

・与薬について

・保育の内容

・年間行事予定
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別表１（特定教育・保育の質の向上を図るために要する費用）特定利用負担額 年額 10.000円

項 目 内容、負担を求める理由、目的 金 額 （内訳）

体操服（上下） 入所時に１歳児から購入 体操服 3,410円

乳児用食事エプロン 入所時に０・１歳児購入 エプロン代 562円

クラス帽子 入所時に０歳児から購入 クラス帽子 1040円

施設遊具維持費 施設及び遊具維持管理費 年額 500円

絵本代（各クラス） 絵本の読み聞かせで購入 460 円× 12=5520 5,520 円

教材費 はさみ･くれよん･粘土･アルバム代･ 諸教材費年額 2,000 円

連絡帳等の購入 合 計 13,032円

（金額の記載について）

物価の変動等により具体的な金額は、額が変動する場合があります。

別表２（特定教育・保育の提供に要する実費に係る利用者負担）

項 目 内容、負担を求める理由、 金 額

目的

①教育標準時間認定を受け ①月額5,000円（おやつ代含む）

た１号認定子ども

②保育時間認定を受けた 食事の提供に要する費用を ②月額5,000円（おやつ代含む）

２号認定子ども 徴収 （副食費）

③途中入退園の1号認定及 ③２００円×在籍日数

び2号認定子ども及び長期

欠席(連続して10日以上)の

１号・２号認定子ども

行事費 遠足等に係る交通費や施設 随時、実費を徴収

（親子遠足等） 使用料

卒園記念写真 卒園記念写真代 ５００円

飛行船観劇代（年長組） 飛行船観劇（すみれ組） 観劇代 半額実費

こども劇場 こども園で人形劇を見る チケット代・夕食代 実費

制服代 入所時に２歳児から購入 制服代 実費（４，２３５円）

（金額の記載について）

※ 給食費については、国、行政等の減免措置等が施行された際にはその内容に準じます。

※物価の変動等により額が変動する性質のものである場合は、具体的な金額ではな

く「実費」と記載しています。
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別表３ 保育認定こどもを対象とした延長保育に係る利用者負担

項 目 金 額

保育認定子どもの延長保育に係る利用者負担（2 号・３号認定）

①保育標準時間認定 11時間 （７時～１８時）

夕 18時～ 18時30分 ① 1回 １００円

②保育短時間認定 ８時間 （8時～１６時）

朝 7時から 8時 ② １時間 １００円

夕 16時から 18時

③ 18時 30分以降は閉園です。

別表４ 教育標準時間認定子どもを対象とした預かり保育に係る利用者負担

項 目 金 額

教育標準認定子どもの預かり保育に係る利用者負担 ※保育の必要性の認定を受けていな

１．教育・保育給付認定 1号認定 い子どもは、預かり保育の無償化

・利用日・利用時間 月曜～金曜日 9時～ 13時 の対象外

①預かり保育 ７時～９時 13時～ 18時 ① 日額 ４５０円

②預かり保育 18時～ 18時 30分 ② 1時間 １００円

・土曜日・長期休みの利用時間 7時～ 18時 ③ 日額 ４５０円

③預かり保育 ７時～ 18時 ④ 1時間 １００円

④預かり保育 18時～ 18時 30分

２．新 2 号 日額 ４５０円

２．施設等利用給付認定 新 2号 18時～ 18時 30分 １００円

満 3 歳児以後の最初の３月３１日を経過し

た保育の必要性のある子ども

１．新３号 日額 ４５０円

３．施設等利用給付認定 新３号 18時～ 18時 30分 １００円

満３歳児（２以外の子ども）のうち、保育

の必要性があり、かつ市町村民税非課税世

帯の子ども
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別表５ 一時預かり事業（一般型一時預かり事業）に係る利用者負担

項 目 金 額

一時預かり事業

利用時間 ８；００～１８；００

１，保育の必要性の認定を受た子ども（利用料の無 ①

償化の対象者になる子ども） １日（８時間） 1,480 円

①３歳から小学校入学前までの子ども １時間 185 円

月額 給付額 37,000円 まで無償 ②

②０歳から２歳までの市民税非課税の子ども １日（8時間） 1.680 円

月額 給付額 42,000円 まで無償 １時間 210 円

２．無償化の対象者にならない子ども

①３歳から小学校入学前までの子ども ①

１日（８時間） 1,480 円

１時間 185 円

②０歳から２歳までの子ども ②

１日（8時間） 1.680 円

１時間 210 円


